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満 洲 國 土 壌 に 關 す る 研 究.第IV報 。

寧 安,富 錦,樺 川,綏 濱 各 縣 土壌 に就 て

平井敬 藏

細 野 重 雄

藤 谷 武 雄

(昭和十二年四月二十日受理)

嚢に著者等寧安,樺 川,富 錦,綏 濱各縣の現地調査に於て蒐集せる該地方代表土壌に就きて

研究せる結果 を一括集録 こLに 報告 し参考に供せんとす。

寧安地方は 東部北満 を貫流せる牡丹江流域にあ 砂て共開獲は 眞に古 く高句麗時代己に鮮人

流入 して農耕に從事せ りと稻せ らる。両 來鮮人の此地方に移佳 して流域の水田可適地を開拓

せ るもの甚だ多 し。反之樺川,富 錦,綏 濱三縣は松花江下流に位置 し特に綏濱縣の如 きは松花

江 と黒龍江 との合流点 の三角洲にして全縣殆 ど河岸 と同高(海 抜70米)の 不原に して虎々

に海抜100米 程度の丘陵あれ ども云ふに足らず。 是等諸地方の磯達は寧安地方 よりは遅れ女

眞時代よりと見られ 特に漢族の入植 し農耕を開始せるは遙におそく十九世紀 も末葉に近づ き

てのことな り。

然るに満洲國建國以來 我國よりの 移民入植するもの多 く特に是等諸地方に向ふ ものを第一

となしつLあ りて 關係は 愈々密ならんとするものあるに 是等諸地域土壌に關する調査文献殆

ど皆無にして遺憾の点 紗か らず。 著者等の報告未だ十分ならざるも肯て公にする所以は是等

の欠 を幾分にも補ふを得んと僧ずればな り。

實 験 の 部

第 一 寧 安 縣 土 壌

供試代表土壌 として寧安縣城を中心 として寧安縣第一区地内より13点 を,ま た新興躍進の

都邑を形成 しつsあ る牡丹江市街附近 より牡丹江沖積土3点 を蒐集せ り(蒐 集者。藤i谷)。

その採集地点 並に地目等は第一表の如 し。



第 一 表 土 壌採集 地 及 種 別

土壌番號採集 地 名 地 目採集 土壌深サ(糎)

1牡 丹江新市街北部 畑Io～30

2a牡 丹江奮市街南部 疏 楽 園10・v30

2同 同30～50

3a寧 安 江 南 水 田o～20

3同 同20～50

4a農 事 試 験 場 疏 楽 園Io～30

4同 同30～50

5張 家 屯 畑lo～30

6張 家 屯 低 地 同 パ

7西 園 子 同"

8上 除 里 同"

9苑 家 屯 同"

Io交 羅 窪 子 同"

1「 李 家 屯 同"

12寧 安 騨 東 方 同"

13下 除 里 同"

是等土壌に就きて棺生上關係深 き諸項につきて調査研究せ るものを以下順を追ふて 記述す

べ し。

(1)土 壌機械的組成分及分類。

土壌の理學的性質を左右する最大因子はその組成にありとせ らる。 著者等は日本農學會法

により供試土壌の機械的組成分 を分別 し土性 を明に して第二表の如 き結果を得た り。

婁に著者の一人(・ト井)は 北満各地方の 土壌研究にあた り是等土壌は特性として礫 を含有

すること殆どなく然 も含有砂分の2/3以 上は 細砂微砂にて占め從つて 士性名に 「細1の 字を

附せざるべからざることを記述せ り。1)2)寧安土壌 も全 くこの例にもれず殆ど全部が土性名に

「細」の字を有す。た じ既報の ものに比 して聯かことなるは礫 を含むことや 玉多きことな り。

敦れにするも北満土壌 を構成する土壌粒子は粒樫0・25粍 以下の もの大部分を占むるもの と噺

言するも誤 りなかるべ し。



第 二 表'土 壌 機 械 的 組 成 分

機 械 的 組 成 分

(原土百分中)(細 土百分中)
　 　　　ノ へ びし

土壌番號 礫 細土 粗砂 細砂 微砂 粘土 土 性

細 埴 土

細 壌 土

同

細埴壌土

埴 土

細埴壌土

細 壌 土

細埴壌土

細 埴 土

向

同

同

細 壌 土

壌 土

細 埴 土

細埴壌土

(2)土 壌反応 及び水溶成分含量

棺生に影響を有すること大なる土壌反応 と水溶性成分の多寡を調査せるに次の 第三表の如

し。

第 三 表 土 壌反応 と 水 溶 性 成 分

土 壌反応 水 溶 性

番 號(pH)全 固形物(%)

土 壌反応 水 溶 性

番 號(pH)全 固形物(%)



反応と水溶性全固形物量間には正 しき相關を示 さY"る同一土壌に於ては30糎 以下の}蕾に盤

分は上部 より遙に集積せるを認む。 今表土のみに就 きて平均 をとればPHは6・83と なり全

圃形物量は0.0588と なる(全 部の平均をとればpH6・80全 固形物量は0・0857と なる)。

(3)腐 植並に三要素成分含量及形態

供試土壌の腐植,窒 素,燐 酸,加 里等の全含量並に共形態の如何 及び全含量との關係等につ

きて調査せる結果は第四,第 五表の如 し。

第 四 表 全 腐 植 並 に 三 要 素 含 量

土壌番號 腐 植%全 窒素%全 加里%全 燐酸%

猫是等成分のうち有効態(0・2N魎 酸可溶)の 燐酸加里及窒素の中の硝酸態並にアンモニア態

の ものx分 布 を口たるが第五表の如 し。



第 五 表 三 要 素 成 分 形 態 別 含 量

アyeニ ア態一N硝 酸 態一N有 効態燐酸 有効態加里

土壌番號

ノ 　　　 　 　 　　　 ヘ ノ 　 な ダ

乾土中ノ 全N量 二 乾土中ノ 金N量 二 乾土中ノ 全燐酸 二 乾土中ノ 全加里二
含 量%対 スノレ%含 量%対 ス〃%含 量%対 スル%含 量%対 スル%

痕跡

前記両表 より各成分毎に平均値 を求むれば次の如 し。

総平 均

表土平均

腐 植 全窒棄

2.981 o・157

3.1670.171

ア ンモ ニ ア

態 窒 素

0・003

0・OO3

硝 酸 態
窒 素

o・oo4

全燐酸 有効燐酸 全加里 有効加里

o・1130・OI3

o.oo40・1220・012

1・2070・Ot9

1.22gO.021

更にアンモニア態窒素硝酸態窒素の全窒素に対す る百分傘並に有効態燐酸加 購の全燐酸加塁

に対す る百分率の平均値 を計算する時は次の如 し。 ,

ア ンモ ニ ア態 窒 素 硝 酸 態 窒 素 有 効 態燐 酸 有 効 態 加 里

線zF均2・1星2・849・9851・974

表 土平均1・912・518・9162・174



是によりて明に知らる 、如 く全含量中直に植生に有効たるべき三要素成分含量の意外に僅少

なるものな り。

(4)土 壌 の吸収 係数

土壌の養分吸収 力を検定するために2・5%燐 酸 アンモー=ウム法によ り吸収係数 を算出する

に第六表の如 き結果 となれ り。

第 六 表 土 壌 の 吸収 係 数

土麟 號 離 嫌 鰍蛹 嚇 鰍1 土壌番號 燐酸吸収係数 窒棄吸取係鼓

是 よ り各係数 の4・ 均値 を 求むれば 窒素吸収係数 に於 では 総平均383・87表 土 のみ平均 は

3'97、76と な り燐酸吸収 係敏 は856.62は 全平均 の 場合 にて 表土の みなれば966.57と な るべ

し。 敦れ も強 き方 に厨 すべ し。

第 二 糸安 濱 縣 土 壌

縣全面積45萬 附にして實業部編満洲國農事統計によれば可耕地はその56・2%と な り居る

も緩濱縣公署調査にては962%と な りその周の相異著 しきものあ り。蓋 しこれ は縣内所在の

漁地面積の査定の如何によるもの と見るべ く前者はこれを過大 し後者は過小親 したる爲なる

べ し。 著者(細 野)今 回現地調査に於ての観察より見るに漁地は廣範の地域に渉 りて存在す

るものと判定せられず部分的に見るのみな りき。 よつて排水工事出來れば全縣皆耕地たるべ

きものと認めた り。 現在人口 ー萬た らずにして 可耕地中今なほ未耕地のま 」存するはその

95%に 及ぶ。將來種々の黒lilよりすうも獲展開拓せらるべき地なり。縣内未耕地 より次の如 き

土壌を各地 より蒐集せ り。 第七表の如 し。



第 七 表 綬 濱 縣 土 壌採集 地

土 壌 番 號 土 壌採集 地 名 採 集 土 壌 深 サ(糎)

21第 五区 張 團 長 窩 棚 西 方o～30

21a同3Q～40

22第 五区 火 梨 屯 西 方'o～50

23第 六区 近 思 屯 北 方o～20

24第 六区 興 隆 屯 西方o～30

25同 南1・5キ ロo～20

25a同20{げ30

26同 南3・oキ ロo～60

是等土壌につ きて前同様の方法によりて殖生に關係深 き数項目につき調査せ り。

(1)土 壌機械的組成分及分類

第 八 表 土 壌 機 械 的 組 成'分

機 械 的 組 成 分

(原土百分中)(細 土 百 分 中)　 　
土壌番號 礫 細 土 粗 砂 細 砂 微 砂 粘 土 土 性

2ro.oo:oo.oo3。4126・9325・5044・16細 埴 壌 土

21ao.ooloo.oo6・2324・2424・0945・44同

22◎ 、2599.75・11・4320・2726・0642・24同

230・3699.6432、8020・2517・0229。93壌 土

240・coloo・oo31・40「3・ot21・5934・oo同

25Q.ooloo.ooi5・7718・9425・0840・2置 細 埴 壌 土

25ao.0399.9710.0322・6816・0351・27細 埴 土

260.ooloo.oo3.438.0328.9359・II同

第八表にて明なる如 く土壌構成 粒子は全 く細粒々子大部分を占めた り。 礫 を含むもの3点

のうち23號 土壌の礫は全 く石英粒大部を占めたれ共22號土 壌に於ける礫 を検索するに共

31.81%は 所謂鐵結粒なるを認めた り。25a號 土壌に於てはその50%は 同様鐵結粒な りき。

既に前報告3)に於て著者(平井)は 北満黒土帯土壌中には此種鐵結粒の廣 く存在することを述

べたるがひとり黒土帯地方のみに限らずこの地方にも存在を知 りた り・ 敦れ も黒褐色平均 一

なる形状にして球形ならず。質 もろく光澤な く粒径2～3粍 の ものNみ な り。



(2)土壌反応,腐 植及2～3養 分含量

次に土壌の呈する反応,酸 度並に含有する腐植及窒素,燐 酸,加 里,石灰 等の養分の全含量

とその有効態の含量及び両者間 の比率等につきて行ひたる結果を挙げん。

第 九 表 土 壌反応 腐 植 及 養 分 含 量

土 壌 番 號反応 酸 度 腐 植 全 窒 素 全 燐 酸 全 加 里 全石灰

(pH)(大 工 原 法)

216.253.II4.go40.2760・2122・6482・479

21a5.9gI.941.3480.II70・2542・7652・379

226.141.552.6930。1460.lo62・5022・825

236.66L941.3530。1300・1672・3452・Ig8

・46.78L252.896・.・9・ …67・ ・8・…698

255.971.942・6070。1850・25S2・2822・129

25a6.olI.941.3050・c8io●2172・2151・595

266.141.942.0430・2550・2272・7022・930

第 十 表 有 効 態(o・2N璽 酸 可 溶)養 分 量

土 壌
番 號

有 効 態 燐 酸　 　
乾 土 中 全燐酸 二

含 量%i対 ス'レ%

有 効 態 加 里　 　
乾 土 中 全加里二
含 量%対 スル%

有 効 態石灰　 　
乾 土 中 全石灰 二

含 量%対 スル%

210.oo582.870・ol5夏o・570・355114・32

21ao.oo160.630.oll20.410.656227・58

220.ool41.320.04451.780・55021g・48

230.ool40.840.ooggo・040・541224・62

24痕 跡0・01000・350・316011・71

250.01164.550・oIIlo・4go・471622・15

25ao.ol305・9go・ol150・520・708戸44・43

260.ooI60.700.04120.060・8i8727・94

前記両表 より各成分毎に平均値を算出するに次の如 くなるべ し。

反応腐植 全窒素 全燐酸 認 全加里 嘉栄 全石灰
有 効石灰

平均 6・242・3940・i730・2130・oo52・5350・ol72・4り40・554

有効態の もの 製全含量に対す る百分率は次の如 き平均値を示す。



有 効 態 燐 酸 有 効 態 加里 有 効 態石灰

平均2・3290・52724・029

有効態にある各養分は石灰以外は全 く低債 を示せるを認む。

(3)土 壌 の吸収係数

第 十 一 表 土 壌 の吸収 係 数

土壌 番 號 窒 素 吸収 係 数 燐 酸吸収 係 数

21244.71525.63

21a227・50597・07

22246,62540・94

23i77・80392・93

24198.83535・84

25250・45433・77

25a420・60・944・09

26338・34780・79

平均すれば窒素吸収係数 は263・11と な り燐酸吸収 係徴 は593・88と な る。

第 三 富 錦 縣 樺 川 縣 土 壌

松花江下流南岸に位 し前掲繧濱縣 と河 を挾みて相対 す。 河岸をEり て奥地には森林高地山

岳存在 し三角洲上 に存する平坦なる綬濱縣とは柳か趣を異にす。 土勢概ね良好に して我武装

移民の逸早 く入植すせるは樺川佳木斯東南・卜籐里の地域なり。両 來我國民間に は漸 く認識を

深 めつ 玉ある地な り。 今両縣各地にて採集 せる土壌は第十二表の如 し。 以下これを試料 とし

て調査を行へる結果 を記述すべ し。

第 十 ご 表 土 壌採集 地 及 種 別

土 壌 番 號採集 地 名 地 目採集 土 壌 深 サ(糎)

27富 錦 縣 第 一一・ma長褒 屯 南 方 畑OAvso

27a同 同100・v130

28同 第 一 医 硯 嚢 山 南 方 漁 地 未 耕地o～40 !
29樺 川縣第一区永壁屯 畑0～30

2ga同'同30～60



30同 第 五区i蘇 永 店 同o～30

30a同 同30～60

31同 第 五区 周 家 油 房 同o～30

32同 第 三区 太 亭川 同o～30

33同 同 山薄 子 同OAV30

34同 同 會 龍 山 同o～30

35同 佳 ホ 斯 農 事試験 場 同o～30

35a同 同30～55

35b同 同55～80

35c同 同80～10)

(1)土 壌の機械的組成分及分類

淘汰分析を行へる結果は第十三表の如 し。

第 十 三 表 土 壌 の 機 械 的 組 成 分

機 械 的 組 成 分

(原土百分中)(細 土百分中)

土壌番號 礫 細 土 粗 砂 細 砂 微 砂 粘 土 土 性

270.◎0100.oo4.lr23.1535.3637・38細 壌 土

27ao.ooIoo.◎02.2415.1832.4650。22細 埴 土

280.◎oIoo.oo9.9518.2038・5433・31細 壌土

290.0399・9718.3816.8827.7237.02同

29ao.ol99.9933・1316.037.9842.86埴 壌 土

300,0899.921.8【36.1428.7733・28細 壌 土

30ao.◎599,951.44118413.7972.93細 埴 土

310.3199.693.758.87'33.4353.95同

320.0399.974・9228・7623・8942・43細 埴 壌 土

330.0599.954・3814・502'S・3755。25細 埴 土

340.3299684・loI3・5435・9946・37細 埴 壌 土
、

350.1899・828・4621・6935・5234・33細 壌 土

35ao.2399.779・0933・3526・o13i・55同

35bo・0999・gl7・6926。2725・9440・10細 埴 壌 土

35e.2.0997。ol77.658・!78・725・46砂 土

敦れ も北満土壌の特性たる細粒土粒によりて構成せらる 曳ものにて礫は眞に少し。礫を含む

ものsう ち 第15號 土壌及第15a,15b,15c,の 各號土壌の4点 は鐵結粒を認めざ りしも



他の含礫土壌は敦れ も特異の鐵結粒を含むを認めた り。 各礫 中のこれ等鐡結粒の割合並にそ

れより細粒の粗砂中に於ける小鐵結粒の含有程度を調査するに大略次の如き結末を得た り。

土 壌 番 號 礫 中 鐵 結 粒%粗 砂 中 小 鐵結 粒 割 合

27a0OO殆 ど全 部

29ro.OO-

302.86約20%

30a15・15約50%

3195・89殆 ど全 部

3220・45約go%

331・96約30%

3472・91約60%

35aOloo全 音B

如斯第27a,35a號 土壌の如く礫中には何等鐡結粒を認めずとも粗砂の部分に於てはその

全部が全 くより小粒の鐵結粒 よりなるを見れば 鴬然是等土壌中に 鐡結粒は存在するものと断

定するに躊躇せず。 恐らくこの地方土壌には黒土地帯土壌 と等 しく廣 く含有せ らるLも のと

想定するを得べ し。

前掲中最も礫中に多量の鐵結粒を含有せる第31,32,34號 土壌中より蒐 集せる鐡結粒の形

を摘記するに次の如 し。

第31號 土壌(樺 川縣第五区周家油房)内 の もの。

暗褐色。 殆ど完全なる形状。金屡性光澤 を有せず。 粒径2～4粍 。3粍 内外の もの最

も多 く粗面にて厭縮せば粉状 となる。

第32號 土壌(樺 川縣第三斑太雫川)内 のもの。

・黒 色。 発全なる球形状 をなさず。光澤なくもろく壌れ易 し。

第34號 土壌(樺 川縣第三区會龍Pll)内 の もの。

黒褐色。 粒径は2～7粍 にて4粍 内外の もの最多。7粍 内外の ものは 球状をなさず

む しろ扁平 圓盤状7×2粍,無 光澤粗面なり。

是等の鐵結粒の主成分を検索 し著者(平井)が 既報3)の 北満黒土帯土壌 より蒐集せるもの

y成分 とを比較するに第+四 表の如 し。



第 十 四 表 鐵 結 粒 成 分 比 較

逼 讐、 拉吟系 克山系 周家砺 會龍山

skLヨ 熱 減 量8・70%9・22%9・320%Io・78%

珪 酸39.5五39.3435・1631.59

酸 化 鐵Ig・8525・0728・6029・77

響i土9・258。2516・6017・23

満 俺13・7010・9810・2111・12

表の如 く珪酸は既報の ものよりやN少 く酸化鐵並にi響土は 敦れ も多く満俺は殆ど同様にして

10～11%内 外に して甚だ多 し。

以上の諸点 より見て北満土壌中には この 種満俺含量著 しき鐵結粒の廣範に産出含有せ られ

居 るものと確信せらる。

(2)土 壌反応 腐植並に2～3養 分含量

土壌臨 齢 韻 翻体 と聯 齢 量状 つきての縮 結果は次の如し・

第 十 五 表 土 壌反応 並 に 腐 植 及 養 分 含 量

土 壌 番 號反応 酸 度 腐 植 全 窒 素 全 燐 酸 全 加 里 全石灰

(pH)(大 工 原 法)

276.450.784.50go.2glo・3062。c854.365

27a5.981.361・2570.io60。27!2・3233・225

287.17赤変6・lg60・4320・3301・74614・774

296.261.361.6980.io80.287].8362・943

2ga5.667.760.5850.0640・2072・8022.149

306.ogI.94L4930.1470.251L8483.431

30a5,6gI.550.2950.0730.1512.Igl3.olg

316.21L552.9340.1890.226L8223.328

326.731・174・8350・32go・223∬.7563・278

336.181。173.1740・2040・3321・6993・301

346.332.142・9330・2240・3892・4632・844

356.401・362・0680・1300・1702・6172・935

35a6.5go,970.8500・0800・2182。2322・628

35b6.73i・550・5940・0740・4452・2802。770

35c6.660.3go。2250.0520・7372・9362・623



第 十 六 表 有 効 態(o・2N塩酸 可溶)養 分 量

有効態燐酸 有効態加里 有効態石灰

土 壌
番 號

.__/＼____

乾 土 中 全燐酸二

含 量%対 スル%

の　
乾 土 中 全加里二
含 量%対 スル%

　 　
乾 土 中 全石灰己

含 量%対 スル%

27 .o.oo923.olo.oo210.441・875342・96

27ao.oo682.51・o.oo320.2go.737622・go

280.035610.7go.og415.396・049740。95

2go・oo622・16Lo・Go710・3go・728324・75

2ga…oolg。 ・87痕 跡0・574226・72

300.01265.020.ol160.630・70522α53

30ao.020013,250・02401・IIo.622220・61

310。oo542・3go・olo60.580,7gl323.78

320・oo602・6go.oo660.381.068132.58

330.oog62.890.oo42◎.25i.398942.38

340.02置85。600.oi480・600.693624.39

350.028016・470・02030・780・440315.oo

35ao・ol486・7go・02070.930,go2834.35

35bo.02625.8go.o1150、500.527419.04

35co.02883.gloo17go.6五 〇.18326.98

是等のうち第35,35a,35b,35c.號 の各土壌は佳木斯農事試験場の表土 より漸次下暦土

に至るものなるが 全燐酸含有量は上 より下にゆ くにつれて著 しく含量高きことは注意すべ き

ものな り。然 も最下底の第35c號 土壌の如きは全 く砂土にして粘土含量僅に5.46%に すぎ

ざるにこのことあるは異 とすべ し。 これ或は表面 より溶出浸入せるものが乾燥時地下水と共

に上昇 しこの麿に達 し の如 きものとな りて沈澱せる爲なるか,或 は外観一見せる場

合に石英砂の如 き砂土内に相當の或種含燐鑛物の含まる 」にあらざるやの疑 も有せ らる。

その敦れにあ りやは次回一・暦土壌縦噺暦の検索 を十分に行ひたる上に於て改めて報告すべ し。

猫是等両表 より表土中に含まる 瓦諸成分の平均値 を求むれば次の如 し。

 Vivianite

反応腐 植 全 窒 素 全 燐 酸 有 効 燐 酸 全 加 里 有 効 加 里 全 石 灰 有 効 石 灰

2F均6.423.3160.2320.2790.ol41.9970・org4・5781・527

叉全含量に対す る有効態養分の割合の半均値 を求むれば次の如 し。,

有効態燐酸 有効態加里 有効態石灰

5・6691・04729・813



(3)土 壌 の吸収係数

第 十 七 表 土 壌 の吸収係数

土 壌 番 號 窒 素吸収 係 数 燐 酸吸収 係 数

27474・131194・15

27a483.691275・80

28399.571464・62

29309・71597・07

2ga355。59785.89

30447.36Sgi・97

30a432.67974・71

31510・451234・97

土 壌 番 號 窒 素吸収 係 数 燐 酸吸収係数

32512・361337.04

33462.661T27.81

34455.OQII48.22

35270.oo760.38

35a336.48.842・c)3

35b411.04iC8r・88

35CI30・oo301・09

是等表土の みの平均 値 は窒素吸収 係激 は426・80と な り燐酸吸収係数 は1050・69と な る。

第 四 北 満 各 地 土 壌 と の 比 較

前記各縣地方土壌の性質 を著者既報の他の 北満土壌の性質 と比較するに其機械的組成分に

於ては殆 ど全 く規 を一にするところあ り。即 ち土壌構成粒子の粒径は0、25粍 以下の細微のも

の大部分 を占むることに して寧安縣のもの只わつかに礫 を含む ものあれ共(平 均3・64%)其

他のものは全 く殆 ど不含と稻 して可な り。富錦,樺 川両縣地方の ものは其礫の多くは黒土地帯

に於けると等 しく鐡結粒にして其満俺含有量もまた等 しく大なるものとす。 之を要するに北

満土壌の特性 として構成 土壌粒子は全 く細微なる粒樫のものの 集成に して 可なり廣範に渉 り

て鐵結粒は含有せられつ Σあるものと認めらる。

次に化學的諸性質に至 りては 叉自ら相異あ りて一括比較対照 すれば次の如 し(敦 れ も表土

のみの平均を示す)。

李 齊 線 黒土帯 呼倫貝両 チチハル 寧安縣 綴濱縣 富錦樺川縣
地方 地 方沿線地方 地方 地方 地方 地方

反応(pH)

水溶性 全固形物

腐 植

全 窒 素

全 燐 酸

有 効 燐 酸

8,06.46.96.66・36・26・4

0.28go.0650.089-o・059--

o.gl4.748.424・673・172・393・32

0.1[o・320・450・190・170。170・23

0.1360.3240.2420・08go・1220・2130・279

0.ol70、ol50・0320・03go・0120・oo50・ol4



全 燐 酸 二対 ス ル有 効 燐 酸%9・0946213・2243.828・922・335・67

全 カロ 里2・2842・18gI・5780・41gI・2292・5351・997

有 効 加 里o.0500・06To・1440・ol80・0210・0190・019

全 加 里 二対 ス ル 有 効 加 里%2・19z799・124・292・170・531・05

全 ,石 灰4・775…57・ …43・ …6-・ ・4・44・578

有 効石灰2.77go・8295・4010・77S-o・5541・527

全石灰 二樹 ス ル 有 効 石 灰%58.2065.9548・0463・86-24・0329・8r

窒 素吸収 係 敬189.70346・21293・47229・28397・76263・II426・80

燐 酸吸収 係 数475.841168・301172・6r632・95966・57593・881050・69

これ より見れば今回の供試土壌中に於ては富錦,樺 川.寧 安三縣土壌は著 しき差なきもの 、

如 く緩濱縣土壌はや Σ前者に劣るものと考へざるべからず。 然 して北満黒土帯土壌と比較す

るときは是等良好なる三縣土壌 と錐 もや エ遜色ある如 しと思惟さる 製なり。 然れども農耕地

としては決 して 不良にはあらず して 十分有望地 と見られるべ く適當なる施肥の實施と相侯ち
'

て將來に供すべきものと認めらる。

穂 括

今回採集せ る寧安,富 錦 樺 川,綾 濱各縣の土壌 につ きて其機械的組域並 に数種 の理化學 的

性質 につ きて調査 し之 を既報の北 満各地 土壌 と比較研 究せ り。 その結果 を摘要 すれ ば次 の如

し。

1)反応 はpH6・2～6・4に して微酸性 な り。

2)腐 植含量 は2.39～3.32%に しで敦れ も 既報各地 の もの よ り少 く從 つて これ と相 蘭 々係

にある全 窒素 含量 も0・17～0.23%に して亦 少 し。

3)全 燐酸有効 態燐 酸量は 共 に 黒 土帯地方 に 比 すれば 少 く全加 里有効態加 里に於 て も概 ね

同様 な り。 特 に後者 に於 て著 しく劣悪 な り。 即 ち全燐酸 量は0・122～0・279%,有 効 態燐酸量

は0.005～0.014%あ るにす ぎず。 全量の わつか に2.33～8.92%の み有効 態な り。 加里 に

至 りては 著 しく全量1・229～2・535%あ れ 共1有 効 態の ものは0・019～0・021%に して全 量の

わつかに0.53～2.17%の み有効 態た るにす ぎず。

4)反 之石次含量 は 黒土帯土壌 よ りも遙に多 く2・404～4.578%あ れ 共 有効態の もの と し

ては0.554～1、527%に して全 量の24.03～29.81%に あ た り黒土帯の ものにては65.95%



は有効態の ものなるに比 して雲泥の差なり。

5)窒 素吸収係数 に至 りては寧安,富 錦,樺 川縣土壌は黒土帯の ものにおとらざるも綬濱縣

土壌は遙に劣る。 燐酸吸収係数 はいつれ も劣 り緩濱縣土壌は黒=ヒ帯土壌の約孚量な り。

6)要 之北満土壌中最 も從來より良好とせ られたる黒土帯土壌に比する時はやX劣 るところ

あらんも寧安,富 錦 樺川縣土壌は有望土壌として推 さる。緩濱縣土壌は前記諸縣のものに比

して地味更に劣るものあ り。

附 記 ・本分析に當 りて近森欽一郎氏の多大の助 力を得た り。記 して感謝の意を表す。
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  STUDIES ON THE SOILS OF MANCHUKUO IV. 

ON THE SOILS OF NINGAN,  SUIPIN, . FUCHIN, AND 

IHWACH'UAN HSIEN IN NORTH MANCHURIA

(Resume)

Keizo HIP.AI 

Sigeo HOSONo 

Takeo HUJITANI

   Thirty-nine soils were collected from Ningan, Suipin, Fuchin, and Hwach'uan 

Hsien and their physical and chemical properties were studied. The summary 
are as follows : 

I) The soils of these districts are fine loam, fine clayey loam, and fine clay. 

Especially, the majority of Fuchin and Hwach'uan Hsien soils contained the iron 

concretion that are rich in manganese (as Mn203 lo—II5). 

   2) The chemical properties of these soils are as follows :

Ningan. Suipin.
Fuichin and 
Hwach'uan.

pH6,36,2 6,4 
Total soluble matter. 0,059 — 

Humus.3,17,39 3,32 
N.0,17 0,17 0,23 

P205 (Total)0,122 0,213 0,279 

P2O5 (Available) 0,012 0,005 0,014 

K20 (Total)1,229 2,535 1,997 
K20 (Available)0,02 I 0,019 0,019 

CaO (Total)—2,404 4,578 

CaO (Available)—24,03 29,81 

Absorbtive coefficient 397
,76 263,11 426,80 for N 

P205966,57 593,88 1050,69

   As will be seen in foregoing results, that the marked differences are found 

among the soils. 

   The Fuchin and Hwach'uan Hsien soils are superior to other soils. But 

these soils are not as fertile as the soils of the district along the Tsitsihar— 
Peian Chen and Peinan Chen—Harbin line (most fertile soil in North Manchuria).


